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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】熱脆性をほとんど示さず、熱間成形、特に連続 
鋳造プロセスによって処理され得る鉛非含有アンチモン 
非含有の黄銅合金を提供する。
【解決手段】以下の元素：Ｃｕ：５６％以上６６％以下 
Ｍｇ：０．１％以上１．５％以下Ｐｂ：０．１％未満Ｚ 
ｎ及び不可避的不純物：残部を含む、鉛非含有アンチモ 
ン非含有の黄銅合金。前記黄銅合金は、０．１５％未満 
のＡｓ及び／又は０．１５％未満のＰ及び／又は０．１ 
％未満のＡｌ及び／又は０．１％未満のＳｎを含んでも 
よい。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　外国語出願　（全7頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の 元 素 ：
　 Ｃ ｕ ： ５ ６ ％ 以 上 ６ ６ ％ 以 下
　 Ｍ ｇ ： ０ ． １ ％ 以 上 １ ． ５ ％ 以 下
　 Ｐ ｂ ： ０ ． １ ％ 未 満
　 Ｚ ｎ 及 び 不 可 避 的 不 純 物 ： 残 部
を 含 む 、 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ０ ． １ ５ ％ 未 満 の Ａ ｓ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金  
。
【 請 求 項 ３ 】
　 ０ ． １ ５ ％ 未 満 の Ｐ を 含 む 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅  
合 金 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ０ ． １ ％ 未 満 の Ａ ｌ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン  
非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ０ ． １ ％ 未 満 の Ｓ ｎ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン  
非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ５ ７ ％ 以 上 ６ ０ ％ 未 満 、 好 ま し く は ５ ７ ． ５ ％ 以 上 ５ ８ ． ５ ％ 以 下 の Ｃ ｕ を 含 む 、 請 求  
項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ０ ． ５ ％ 超 の Ｍ ｇ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非  
含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ０ ． ０ ５ ％ 以 上 ０ ． ０ ９ ％ 以 下 の Ｐ ｂ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛  
非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ０ ． ０ ０ ５ ％ 未 満 の Ｉ ｎ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛 非 含 有 ア ン チ  
モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ４ ０ ％ 以 上 ４ ２ ． ５ ％ 以 下 の Ｚ ｎ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鉛 非 含  
有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 黄 銅 合 金 の 被 削 性 は 、 鉛 を ４ 重 量 ％ ま で 添 加 す る こ と に よ り 改 善 さ れ て き た 。 法  
規 制 の た め に 、 現 在 は 、 Ｐ ｂ の 添 加 は 認 め ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｐ ｂ の 添 加 を Ｂ ｉ の 添 加 に 置 き 換 え 得 る こ と が 見 出 さ れ た 。 し か し な が ら 、 Ｂ ｉ の 添 加  
は 、 黄 銅 合 金 の 熱 脆 性 （ h o t  e m b r i t t l e m e n t ） を も た ら す こ と が 明 ら か に な っ て き た 。  
こ の 種 の 黄 銅 合 金 は 、 熱 間 成 形 能 を 制 限 す る 。 し た が っ て 、 こ の 種 の 黄 銅 合 金 は 、 圧 縮 成  
形 部 品 に は 使 用 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｅ Ｐ ３ ３ ２ ０ １ ２ ２ Ｂ １ に は 、 Ｐ ｂ も Ｂ ｉ も 混 合 さ れ て い な い 黄 銅 合 金 が 開 示 さ れ て い  
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る 。 被 削 性 を 向 上 さ せ る た め 、 黄 銅 合 金 に ０ ． ０ ０ ５ 重 量 ％ 以 上 １ ． ０ 重 量 ％ 以 下 の Ｉ ｎ  
を 添 加 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 提 案 さ れ て い る Ｉ ｎ の 添 加 に よ り 、 被 削 性 が 向 上 す る  
が 、 機 械 加 工 に 比 較 的 長 い 螺 旋 状 の 切 り 屑 （ c h i p ） の 形 成 が 伴 い 、 こ れ は 、 搬 送 さ れ る  
際 の 詰 ま り 及 び 工 具 の 破 損 を も た ら す 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｅ Ｐ ２ ９ １ ３ ４ １ ５ Ａ １ に は 、 さ ら に Ｓ ｉ を 含 ま な い 鉛 非 含 有 ビ ス マ ス 非 含 有 の 黄 銅 合  
金 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 公 知 の 合 金 は 、 ６ ０ 重 量 ％ 以 上 ６ ５ 重 量 ％ 以 下 の Ｃ ｕ と 、 ０ ．  
０ １ 重 量 ％ 以 上 ０ ． １ ５ 重 量 ％ 以 下 の Ｓ ｂ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｓ ｂ の 添 加 は 、 熱 脆 性 を 引 き 起 こ す 。 Ｅ Ｐ ２ ９ １ ３ ４ １ ５ Ａ １ で は 、 ０ ． ０ ０ ５ 重 量 ％  
以 上 ０ ． ３ 重 量 ％ 以 下 の Ｐ を 添 加 す る こ と も 代 わ り に 提 案 さ れ て い る 。 提 案 さ れ て い る Ｐ  
の 添 加 に よ り 、 連 続 鋳 造 に よ る 処 理 が よ り 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｅ Ｐ ２ ４ ６ ７ ５ ０ ７ Ｂ １ に は 、 Ｆ ｅ 、 Ｎ ｉ 及 び Ｓ ｎ を 含 む 鉛 非 含 有 黄 銅 合 金 が 開 示 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｅ Ｐ ２ １ ３ ３ ４ ３ ７ Ｂ １ に は 、 ０ ． ６ 重 量 ％ 以 上 ２ ． ５ 重 量 ％ 以 下 の Ｍ ｇ 及 び ０ ． １ ５  
重 量 ％ 以 上 ０ ． ４ 重 量 ％ 以 下 の Ｐ を 含 む 鉛 非 含 有 の 快 削 黄 銅 合 金 が 開 示 さ れ て い る 。 Ｐ の  
添 加 に よ り 、 連 続 鋳 造 に よ る 処 理 が よ り 困 難 に な る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 先 行 技 術 に よ る 欠 点 を 解 消 す る こ と で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 目 的 は 、  
改 善 さ れ た 機 械 加 工 性 を 有 す る 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 を 規 定 す る こ と で あ  
る 。 本 発 明 の さ ら な る 目 的 に よ れ ば 、 黄 銅 合 金 は 、 熱 脆 性 を ほ と ん ど 示 さ ず 、 熱 間 成 形 に  
よ っ て 処 理 さ れ 得 る よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 好 適 な 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 の 特  
徴 か ら 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 第 １ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 を 示 す 描 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 ２ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 を 示 す 描 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 ３ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 を 示 す 描 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 ４ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 を 示 す 描 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 提 案 さ れ る の は 、 以 下 の 元 素 ：
　 Ｃ ｕ ： ５ ６ ％ 以 上 ６ ６ ％ 以 下
　 Ｍ ｇ ： ０ ． １ ％ 以 上 １ ． ５ ％ 以 下
　 Ｐ ｂ ： ０ ． １ ％ 未 満
　 Ｚ ｎ 及 び 不 可 避 的 不 純 物 ： 残 部
を 含 む 、 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 の た め に 、 ［ ％ ］ は 重 量 パ ー セ ン ト で あ る と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 驚 く こ と に 、 本 発 明 で 提 案 さ れ る ０ ． １ ％ 以 上 １ ． ５ ％ 以 下 の Ｍ ｇ の 添 加 を 通 じ て 、 機  
械 加 工 中 に 長 い 螺 旋 状 の 切 り 屑 が 不 所 望 に 形 成 さ れ る こ と な く 、 Ｐ ｂ 含 有 量 を ０ ． １ ％ 未  
満 に 設 定 し 得 る こ と が 明 ら か に な っ た 。 提 案 さ れ る 黄 銅 合 金 は 、 切 り 屑 の 折 断 （ c h i p  b r  
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e a k i n g ） が 改 善 さ れ る だ け で な く 、 熱 脆 性 も ほ と ん ど 示 さ な い こ と が 特 筆 さ れ る 。 こ れ  
は 、 熱 間 成 形 に よ っ て 処 理 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 「 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 」 を 、 ０ ． １ ％ 未 満 の Ｐ ｂ と ０ ． ０  
０ １ ％ 未 満 の Ｓ ｂ と を 含 む 合 金 で あ る と 理 解 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 有 利 な 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 合 金 は ０ ． １ ５ ％ 未 満 の Ａ ｓ 及 び ／ 又 は ０ ． １ ５ ％ 未 満 の  
Ｐ 及 び ／ 又 は ０ ． １ ％ 未 満 の Ａ ｌ 及 び ／ 又 は ０ ． １ ％ 未 満 の Ｓ ｎ を 含 ん で も よ い 。 Ｓ ｎ は  
、 β 固 溶 体 を 安 定 化 さ せ る 。 Ａ ｓ は 、 合 金 の 耐 食 性 を 向 上 さ せ 、 特 に Ａ ｓ は 亜 鉛 の 除 去 を  
打 ち 消 す 。 Ｐ の 添 加 は 、 合 金 の 機 械 加 工 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 別 の 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ５ ７ ％ 以 上 ６ ０ ％ 未 満 、 好 ま し く は ５ ７ ． ５ ％ 以 上 ５ ８  
． ５ ％ 以 下 の Ｃ ｕ が 存 在 す る 。 提 案 さ れ る 合 金 は 、 相 対 的 に 低 い Ｃ ｕ 含 有 量 の た め 、 よ り  
コ ス ト 効 率 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ０ ． ５ ％ 超 の Ｍ ｇ が 存 在 す る 。 提 案 さ れ る Ｍ ｇ 含 有 量 は 、 機 械  
加 工 性 の 改 善 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｐ ｂ 含 有 量 は 、 賢 明 に は 、 ０ ． ０ ５ ％ 以 上 ０ ． ０ ９ ％ 以 下 で あ る 。 Ｉ ｎ 含 有 量 は 、 ０ ．  
０ ０ ５ ％ 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 最 後 に 、 有 利 な 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｚ ｎ 含 有 量 が ４ ０ ％ 以 上 ４ ２ ． ５ ％ 以 下 で あ る こ  
と が 提 案 さ れ る 。 提 案 さ れ る Ｚ ｎ 含 有 量 を 有 す る 合 金 は 、 良 好 な 機 械 加 工 特 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 提 案 さ れ た 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 は 、 さ ら に 、 連 続 鋳 造 プ ロ セ ス に お け  
る 良 好 な 加 工 品 質 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 以 下 に 、 図 面 に よ っ て よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
　 図 １ は 、 第 １ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 （ l o n g i t u d i n a l  t u r n i n g ） 後 の 切 り 屑 の  
描 図 を 示 す 。
　 図 ２ は 、 第 ２ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。
　 図 ３ は 、 第 ３ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。
　 図 ４ は 、 第 ４ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に よ る 切 り 屑 の 描 図 は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 ８ ５ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度  
で 合 金 を 長 手 方 向 旋 削 加 工 に 供 す る こ と に よ っ て 作 製 さ れ た 。 識 別 番 号 Ｋ Ｎ Ｍ Ｘ １ ６ ０ ４  
０ ５ － Ｒ ８ Ｉ Ｃ ９ ０ ７ で あ る 刃 先 交 換 式 切 削 イ ン サ ー ト （ i n d e x a b l e  c u t t i n g  i n s e r t  
） を 使 用 し た 。 図 １ ～ 図 ４ に 含 ま れ る ス ケ ー ル バ ー は 、 い ず れ の 場 合 も ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 第 １ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。 第 １ 例 の 合 金 は 、  
参 照 用 の 合 金 で あ る 。 第 １ 例 の 合 金 は 、 ５ ８ ％ の Ｃ ｕ 及 び ４ ２ ％ の Ｚ ｎ を 含 み 、 第 １ 例 の  
合 金 は 、 Ｍ ｇ の 添 加 を 含 ま な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ か ら 分 か る よ う に 、 例 １ の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 は 、 長 い 螺 旋 状 の 切 り 屑 を 発 生  
さ せ る 。 こ の よ う な 螺 旋 状 の 切 り 屑 は 、 機 械 加 工 の 際 に 望 ま し く な い 。 こ れ ら は 、 搬 送 時  
の 詰 ま り 及 び 工 具 の 破 損 を も た ら す 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 第 ２ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。 第 ２ 例 の 合 金 は 、  
５ ８ ％ の Ｃ ｕ 、 ４ １ ． ５ ％ の Ｚ ｎ 及 び ０ ． ５ ％ の Ｍ ｇ を 含 む 。 長 手 方 向 旋 削 加 工 時 に 発 生  
す る 切 り 屑 は 、 図 １ に 示 す 切 り 屑 よ り も 短 い こ と が 明 ら か で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 第 ３ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。 第 ３ 例 の 合 金 は 、  
５ ８ ％ の Ｃ ｕ 、 ４ １ ％ の Ｚ ｎ 及 び １ ％ の Ｍ ｇ か ら な る 。 発 生 し た 切 り 屑 は 、 第 ２ 例 の 合 金  
の 長 手 方 向 旋 削 加 工 に よ っ て 発 生 し た 切 り 屑 よ り も さ ら に 短 い こ と が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 第 ４ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 後 の 切 り 屑 の 描 図 を 示 す 。 第 ４ 例 の 合 金 は 、  
５ ８ ％ の Ｃ ｕ 、 ４ ０ ． ５ ％ の Ｚ ｎ 及 び １ ． ５ ％ の Ｍ ｇ か ら な る 。 第 ４ 例 の 合 金 の 旋 削 加 工  
時 に 発 生 す る 切 り 屑 は 、 第 ３ 例 の 合 金 の 長 手 方 向 旋 削 加 工 に よ り 発 生 す る 切 り 屑 よ り も さ  
ら に 短 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 提 案 さ れ る よ う に 鉛 非 含 有 ア ン チ モ ン 非 含 有 の 黄 銅 合 金 に ０ ． １ ～ １ ． ５  
％ の Ｍ ｇ を 添 加 す る こ と に よ っ て 、 顕 著 に 改 善 さ れ た 切 り 屑 の 折 断 を 達 成 す る こ と が で き  
る 。 さ ら に 、 こ の 提 案 さ れ る 黄 銅 合 金 は 、 熱 脆 性 を ほ と ん ど 示 さ な い こ と も 特 徴 で あ る 。  
こ れ は 、 熱 間 成 形 、 特 に 連 続 鋳 造 プ ロ セ ス で 処 理 さ れ 得 る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-21941 A 2023.2.14(6)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
2 0 2 3 0 2 1 9 4 1 0 0 0 0 0 6 . p d f



10

JP 2023-21941 A 2023.2.14(7)

フロントページの続き

弁理士　鈴木  啓靖
(72)発明者　 フロリアン、ゾイゼ

ドイツ連邦共和国シュパールドルフ、ルツェルネンベーク、１１
(72)発明者　 パトリック、フェルドナー

ドイツ連邦共和国エルランゲン、イェーガーシュトラーセ、９
(72)発明者　 ハルトムート、リッケン

ドイツ連邦共和国エッケンタール、スートリング、４１
(72)発明者　 アレクサンダー、デーネルト

ドイツ連邦共和国ニュルンベルク、バイスガーバーガッセ、１３


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	foreign-language-body
	overflow

